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COVID19パンデミックの現状

・主要各国と日本との比較： Financial Timesデータより

日本と韓国が人口10万人当たり7日間平均感染者数では欧米よりも高いが、もうインフルエンザ並
みの扱いと見えて報道されることが殆どない。急増する海外の観光客も既にコロナは過去のものと
言う雰囲気。
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COVID19パンデミックの現状
・日本の現状： 札幌医科大チャートより作成

・今年初めから第8波が急激に減少、4月に入って多少増えてはいるもののもう沈静化したと言って

良い状況か。

3YOICHI MIURA©



インバウンド再開
・コロナ禍前後の訪日外国人数： JNTO（日本政府観光局）データ

◦ 昨年10月の政府の入国規制緩和の効果が如実に出ており2023年に入り、入国者数はピーク時の

５５%まで回復。
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インバウンド再開
・2023年春のインバウンド需要は旺盛で、どこに行っても大混雑

・渋谷ハチ公前には大行列 ・桜が満開の上野公園も外国人観光客で一杯
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